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しい計測法を用いて， 16才以上の片側性唇・顎裂の症例 25 名，軟硬口蓋裂の症例 22 名，片側性層・








1 .唇・顎裂のみの症例では，上顎、骨および、上顎歯列弓の深さ， r11 ，高さに発育成長異常はほとん
ど認められなかった。
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2. 軟硬口蓋裂のみの症例では，上顎第一大臼歯より前方の歯槽および歯列弓，特に切歯骨部の深
さ，巾 ω短縮が認められたっ
3. 片側性唇・顎・口蓋裂の症例では，上顎後日歯々槽点より前方の歯槽および歯列弓に著明な発
育成長障害が認められ，特に前歯部に強い変化が認められた口
4. 口蓋裂形成子術時期が顎発育におよぼす影響については，早期に手術をした症例が晩期に手術
を受けた症例，ならびに子術を受けなかった症例に比して，若干小さな計測値をしめしたが，手術を
受けなかった症例でも，正常者と比較すると，著しい発育不全の状態をしめすことより考え，子術時
期ならびに手術による顎発育の障害はきわめて軽微であると考えられる。
以上，唇・顎・口蓋裂における発育異常が口蓋裂形成手術ならびにその手術時期などの外的因子に
影響されることが少ないこと，唇・顎に破裂を伴なわない軟硬口蓋裂においても正常者に比して著し
い発育異常をしめすこと，さらに，唇・顎裂の症例では正常者とほぼ同じ発育をしめすこと，などの
作\~察結果より，発育異常を惹起する最大の原因は口蓋部の骨破裂自体が上顎骨の発育成長に障害を与
えるものと考えられる。しかも，その発育異常は主として，上顎骨の歯槽部ならびに爾槽基底部で著
しいことが認められたD
これらのことより，口唇・口蓋裂の形態異常の治療にはもli極的にと顎骨および上顎I~~け:IJ 弓を IE常な
発育成長に導くための処置を行なうことが必要であり，乳児期からの上顎骨成長助成のために多くの
努力が払われる必要があると考えられるの
論文の審査結果の要旨
本研究は口唇，口蓋裂患者の顎の発rHとついて研究したものであるが，従来ほとんど行なわれなか
った患者の特有な異常顔貌の治療方針について，重要な知見を得たものとして価値ある業績であると
誌!める口
よって，本研究者は商学博士の学位を得る資格があると認めるの
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